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していた。 

業別に ると、発明の 用 始日と特 出 日との関 で、大きく異なっていた。 場での

・ 場での や、イノ ー ンの 可能性を高める手 との関 を するよ

うな結果であった。 

な 計分析の結果によれ 、様々な要因をコントロールしても、 ）特 出 年は発明の 用

始時 と 等しい、 ）特 消 年は 計的に発明の 用 時 と等しくない、 ）特

持 間は 計的に発明の 用 間と等しくないことが明らかとなった。すな 、発明の

用 始年と特 出 年の間に 計的に 意な一定の関 があるため、特 出 行動から発明 用につ

いて が可能である。 

本研究の結果は、 合他社の特 行動が を意 するのかといった、 業 上重要な を だ

ものとなっている。また、発明の 用 始時 と特 出 時 との間、発明の 用 時 と特

消 時 との間、それぞれの間に レがあるのも事 であり、な そのような レがあるのか、そ

のような レはどのような要因によって き こされているのかを分析する 要性を 業 上

特 策上 き りにしてくれる。 

ただし、本研究の分析は、様々な をうけており、そうした意 で分析結果には 定的な要 が

まれている。 は、それら を 消しながらより な分析を行うことにしたい。 
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